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12
16

12
16

健
康
は
笑
い
か
ら

﹁
ふ
る
さ
と
文
化
交
流
の
集
い
in
阿
仁
﹂
で

　
﹁
ふ
る
さ
と
文
化
交
流
の
集
い

in
阿
仁
﹂
が
12
月
４
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
合
川

地
区
の
演
劇
グ
ル
ー
プ
﹁
合
川
に
わ
か
劇
団
﹂
も
喜
劇
﹁
愛
、
天
ま
で
と
ど
け
﹂
を
発
表
し
ま
し
た
。
元
気
老

人
を
主
人
公
に
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
師
な
ど
が
か
ら
む
方
言
た
っ
ぷ
り
の
ス
テ
ー
ジ
に
観
客
も
大
受
け
。
健
康
も

テ
ー
マ
と
あ
っ
て
、
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
で
客
席
を
沸
か
せ
た
舞
台
は
ま
さ
に
﹁
百
薬
の
長
﹂
と
な
り
ま
し
た
。

広報 
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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

４
月
（
卯
月
） 

　
平
成
17
年
も
残
す
と
こ
ろ
半
月
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
政
治
と
経
済
の
改
革
が
政
府
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
今
年
は
「
21
世
紀
社
会
へ
向
け
た
地
方
分
権
と
行
財
政
改
革

の
推
進
」
を
目
指
し
た
「
平
成
の
大
合
併
」
の
総
仕
上
げ
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
旧
４
町
で
構
成
さ
れ
た
鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
の
数
々
の
審
議
や
４
町
の
合
併
調
印

を
経
て
、
３
月
22
日
、
北
秋
田
市
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
総
勢
71
名
の
議
会
が
誕
生
し
、

４
月
に
は
岸
部
陞
・
初
代
市
長
の
就
任
と
な
っ
て
、
４
万
人
市
政
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
旧
町
の
垣
根
を
解
き
放
し
、
新
た
な
組
織
と
環
境
を
作
り
あ
げ
る
た
め
の
各
種
の
行
政
機

構
や
公
共
団
体
、
市
民
組
織
等
の
統
合
も
活
発
化
し
て
い
く
中
、
10
月
に
は
、
新
し
い
市
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
章
決
定
を
祝
い
な
が
ら
北
秋
田
市
誕
生
記
念
式
典
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
新
し
い
市
政
や
市
民
を
取
り
巻
く
各
種
事
業
の
歩
み
に
つ
い
て
、
旧
４
町
と
新

市
の
広
報
で
取
り
上
げ
た
話
題
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

新
生
﹁
北
秋
田
市
﹂
誕
生
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

１
日 

　
第
24
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン 

            

２
日
　 

大
太
鼓
叩
き
初
め 

４
日
　 

鷹
巣
、
合
川
、
森
吉
、
阿
仁
町

消
防
出
初
式 

合
川
町
成
人
式 

９
日 
　
第
17
回
森
吉
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会 

12
日 

　
第
１
回
鷹
巣
町
議
会
臨
時
会 

13
日
　 

第
１
回
阿
仁
町
議
会
臨
時
会 

14
日 

　
第
１
回
森
吉
町
議
会
臨
時
会 

15
日 

　
森
吉
山
樹
氷
ま
つ
り
（
〜
３
月

６
日
） 

合
川
町
民
体
育
館
完
成
記
念
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

18
日
　 

合
川
町
議
会
第
１
回
臨
時
会 

22
日
　 

第
40
回
首
都
圏
合
川
会
総
会 

24
日
　 

第
16
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協

議
会 

25
日
　 

第
２
回
鷹
巣
町
議
会
臨
時
会 

27
日
　 

森
吉
町
金
婚
式 

30
日 

　
第
40
回
大
館
北
秋
田
小
学
校
ス

キ
ー
米
内
沢
大
会 

  

５
日
　 

合
川
町
い
き
い
き
女
性
セ
ミ
ナ
ー 

６
日 

　
第
43
回
鷹
巣
町
民
ス
キ
ー
大
会 

８
日 

　
食
の
祭
典
in
阿
仁   

              

12
日
　 

第
11
回
も
ち
っ
こ
市 

（
〜
13
日
） 

  

阿
仁
部
学
童
ス
キ
ー
大
会 

14
日
　
北
秋
田
市
市
章
募
集
（
〜
３
月

16
日
）   

15
日
　 

第
３
回
鷹
巣
町
議
会
定
例
会

（
〜
23
日
） 

 

20
日
　 

合
川
町
民
体
育
館
完
成
記
念
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
大
会 

21
日 

　
第
２
回
森
吉
町
議
会
定
例
会

（
〜
25
日
） 

 

22
日 

　
第
２
回
阿
仁
町
議
会
定
例
会

（
〜
24
日
） 

 

合
川
町
議
会
３
月
定
例
会 

（
〜
25
日
） 

27
日
　
第
25
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ

ど
い  

 

  

１
日
　
胡
桃
館
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木

簡
の
文
字
が
37
年
目
に
し
て
解

読 

３
日 

　
合
川
高
校
卒
業
式 

７
日 

　
高
鷹
大
学
卒
業
式 

８
日 

　
第
３
回
阿
仁
町
議
会
臨
時
会 

９
日
　 

阿
仁
町
閉
町
式 

            

10
日
　 

森
吉
町
閉
町
式 

            

森
吉
中
学
校
卒
業
式 

11
日
　 

鷹
巣
南
中
学
校
卒
業
式 

第
17
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協

議
会 

12
日
　
鷹
巣
中
、
阿
仁
中
、
合
川
中
学

校
卒
業
式 

13
日
　 

鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合

解
散
式 

マ
タ
ギ
の
里
雪
ま
つ
り 

阿
仁
合
小
学
校
卒
業
式 

14
日
　
第
４
回
鷹
巣
町
議
会
臨
時
会 

鷹
巣
町
閉
町
式 

            

16
日
　
綴
子
小
、
鷹
巣
中
央
小
、
大
阿

仁
小
、
浦
田
小
、
前
田
小
、
合
川

西
小
、
合
川
北
小
学
校
卒
業
式 

17
日 

　
鷹
巣
小
、
鷹
巣
東
小
、
竜
森
小
、

鷹
巣
南
小
、
鷹
巣
西
小
、
合
川

東
小
、
合
川
南
小
、
米
内
沢
小

学
校
卒
業
式 

合
川
町
議
会
第
２
回
臨
時
会 

18
日 

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン 

合
川
町
町
制
施
行
50
周
年
記
念

式
典
、
合
川
町
閉
町
式 

             

20
日
　
第
12
期
ま
と
び
学
園
修
園
祭
　 

21
日
　 

鷹
巣
、
森
吉
、
阿
仁
町
で
閉
庁
式 

22
日
　 

北
秋
田
市
開
庁
式 

佐
藤
修
助
市
長
職
務
執
行
者
就

任 

           

 

28
日 

　
「
マ
タ
ギ
特
区
」
が
構
造
改
革

特
区
に
認
定 

29
日
　
第
１
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会 

   

１
日
　 

阿
仁
森
吉
商
工
会
開
所
式 

３
日
　
第
13
期
ま
と
び
学
園
入
園
式 

５
日 

　
米
内
沢
小
、
浦
田
小
、
前
田
小
、

森
吉
中
学
校
入
学
式 

６
日 

　
鷹
巣
小
、
鷹
巣
東
小
、
綴
子
小
、

竜
森
小
、
鷹
巣
中
央
小
、
鷹
巣

南
小
、
鷹
巣
西
小
、
合
川
東
小
、

合
川
西
小
、
合
川
南
小
、
合
川

北
小
、
阿
仁
合
小
、
大
阿
仁
小
、

鷹
巣
中
、鷹
巣
南
中
、合
川
中
、阿

仁
中
学
校
、合
川
高
校
入
学
式 

15
日
　
佐
藤
修
助
市
長
職
務
執
行
者
退

任
セ
レ
モ
ニ
ー
（
任
期
は
17
日

ま
で
） 

17
日 

　
秋
田
県
知
事
選
挙
、
北
秋
田
市

長
選
挙 

18
日 

　
岸
部
陞
市
長
初
登
庁 

            

23
日
　 

第
43
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

第
54
回
鷹
巣
中
央
公
園
桜
ま
つ

り
（
〜
５
月
５
日
） 

            

29
日
　 

熊
牧
場
オ
ー
プ
ン 

伊
勢
堂
岱
遺
跡
一
般
公
開 

春
の
叙
勲
消
防
功
労
で
、
松
橋

國
男
（
阿
仁
比
立
内
）
さ
ん
、

佐
藤
辰
雄
（
脇
神
囲
ノ
内
）
さ

ん
が
、
瑞
宝
単
光
章
受
章 

   

３
日 

　
森
吉
山
山
開
き 

１
月
（
睦
月
） 

２
月
（
如
月
） 

３
月
（
弥
生
） 

新
生
﹁
北
秋
田
市
﹂
誕
生
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

５
月
（
皐
月
） 
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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

５
日
　
北
緯
40
度
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

さ
く
ら
ま
つ
り 

12
日 

　
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
第
15
期
生

入
学
式 

13
日
　
第
２
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会 

15
日
　 

誕
生
の
森
記
念
植
樹 

18
日 
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
学
園
開
講
式 

20
日 

　
高
齢
者
叙
勲
で
藤
嶋
伊
八
郎
さ

ん
（
木
戸
石
）
が
旭
日
単
光
章

受
章 

23
日 

　
高
鷹
大
学
開
講
式 

森
吉
老
荘
・
婦
人
大
学
開
講
式 

24
日
　 

阿
仁
生
き
活
き
大
学
入
学
・
開
講
式 

26
日
　 

鷹
巣
地
区
公
民
館
講
座
開
講
の
つ
ど
い 

28
日
　 

第
56
回
秋
田
県
植
樹
祭 

29
日 

　
第
19
回
東
京
圏
あ
に
会 

 

  

３
日
　 

ノ
ロ
川
牧
場
入
牧
式 

４
日
　 

森
吉
山
ダ
ム
定
礎
式 

     

５
日
　 

第
21
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ

こ
ま
つ
り 

９
日 

　
合
川
地
区
戦
没
者
追
悼
式 

10
日
　 

第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会

（
〜
24
日
） 

11
日 

　
太
平
湖
湖
水
開
き 

       

17
日
　 

地
方
自
治
功
労
で
故
・
相
馬
悌

三
（
三
木
田
）
さ
ん
が
旭
日
単

光
章
受
章 

25
日
　 

竜
ケ
森
山
開
き 

   
      

２
日 

　
県
民
体
育
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

競
技
（
〜
３
日
） 

３
日 

　
阿
仁
の
花
し
ょ
う
ぶ
祭
り 

（
〜
17
日
） 

            

９
日
　 

第
14
回
た
か
の
す
米
代
川
花
火

大
会 

11
日 

　
第
55
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

14
日 

　
綴
子
大
太
鼓
祭
り
（
〜
15
日
） 

 

 

     

17
日 

　
第
17
回
合
川
芸
文
祭 

22
日 

　
ミ
ニ
国
体
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技

（
〜
24
日
） 

24
日
　 

第
13
回
合
川
あ
じ
さ
い
祭
り 

            

25
日 

　
子
ど
も
会
み
こ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

27
日 

　
ま
と
び
の
里
子
ど
も
自
然
村
第

１
期
入
村
式
（
夏
） 

31
日 

　
２
０
０
５
よ
ね
し
ろ
レ
デ
ィ
ー

ス
鮎
カ
ッ
プ
・
よ
ね
し
ろ
鮎
カ

ッ
プ 

 

  

１
日 

　
大
阿
仁
保
育
園
竣
工
式 

２
日
　 

ま
と
び
の
里
子
ど
も
自
然
村
第

２
期
入
村
式
（
夏
） 

３
日
　 

県
民
と
知
事
と
の
意
見
交
換
会 

４
日 
　
ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
青

少
年
交
流
団
表
敬
訪
問 

　
　
　
秋
田
わ
か
杉
国
体
北
秋
田
市
実

行
委
員
会
設
立
総
会 

５
日
　 

韓
国
木
浦
共
生
園
児
童
表
敬
訪
問 

７
日 

　
第
19
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火

ま
つ
り 

            

14
日 

　
第
33
回
合
川
ま
と
火
・
第
25
回

合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

            

15
日 

　
北
秋
田
市
成
人
式 

第
49
回
鷹
巣
盆
踊
り
大
会 

16
日
　 

第
43
回
花
火
大
会
と
灯
籠
流

し
・
異
人
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

            

25
日
　 

災
害
時
に
お
け
る
北
秋
田
市
内

郵
便
局
、
北
秋
田
市
間
の
協
力

に
関
す
る
覚
書
調
印
式 

森
吉
地
区
戦
没
者
追
悼
式 

30
日
　 

森
吉
地
区
古
希
を
祝
う
会 

鷹
巣
地
区
戦
没
者
追
悼
式 

31
日
　 

森
吉
山
ダ
ム
定
礎
記
念
植
樹
式 

   

２
日 

　
東
北
総
合
体
育
大
会
（
ミ
ニ
国

体
）
山
岳
競
技
（
〜
４
日
） 

３
日
　
東
北
総
合
体
育
大
会（
ミ
ニ
国
体)

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技（
〜
４
日) 

６
日 

　
合
川
地
区
敬
老
式 

11
日 

　
第
44
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

12
日 

　
第
４
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会

（
〜
27
日
） 

17
日
　 

拉
致
被
害
者
の
早
期
救
出
と
政
府

未
確
定
の
特
定
失
踪
者
調
査
解
明

を
求
め
る
北
秋
田
市
民
集
会 

            

18
日
　 

七
座
、
坊
沢
、
綴
子
、
栄
、
沢

口
、
七
日
市
地
区
敬
老
式 

19
日
　 

鷹
巣
地
区
敬
老
式 

25
日
　 

第
17
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン

ジ
マ
ラ
ソ
ン 

            

28
日
　 

阿
仁
地
区
古
希
を
祝
う
会 

30
日
　 

阿
仁
地
区
敬
老
式 

   

１
日 

　
第
５
回
縄
文
ま
つ
り 

            

大
太
鼓
の
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン 

国
勢
調
査
実
施 

森
吉
地
区
敬
老
式 

全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権

大
会
東
北
予
選
（
〜
２
日
） 

２
日
　
太
平
湖
・
小
又
峡
紅
葉
ま
つ
り

２
０
０
５
（
〜
30
日
） 

第
３
回
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り 

            

７
日 
　
北
秋
田
市
誕
生
記
念
式
典 

            

８
日
　 

北
欧
の
杜
公
園
フ
ロ
ー
ラ
ル
フ

ェ
ス
タ
（
〜
９
日
） 

10
日
　 

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ 

12
日
　 

第
１
回
北
秋
田
市
社
会
福
祉
大

会 

13
日
　 

市
民
病
院
建
設
説
明
会 

（
森
吉
地
区
） 

14
日
　 

市
民
病
院
建
設
説
明
会 

（
阿
仁
地
区
） 

16
日 

　
鷹
巣
中
央
小
学
校
創
立
１
３
０

周
年
記
念
式
典 

21
日 

　
市
民
病
院
建
設
説
明
会 

（
合
川
地
区
） 

22
日 

　
鷹
巣
町
商
工
会
青
年
部
40
周
年

記
念
式
典 

23
日 

　
第
３
回
マ
タ
ギ
の
里
秋
ま
つ
り 

25
日 

　
合
川
地
区
こ
と
ぶ
き
大
会 

28
日 

　
第
５
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会 

29
日 

　
鷹
巣
地
区
産
業
祭
（
〜
30
日
） 

合
川
・
森
吉
地
区
産
業
文
化
祭 

８
月
（
葉
月
） 

10
月
（
神
無
月
） 

９
月
（
長
月
） 

６
月
（
水
無
月
） 

７
月
（
文
月
） 
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市
　
長
　
日
　
誌 

市
　
長
　
日
　
誌 

１１／１６ 
 

３０ 
〜 

17
日
（
木
） 

 

18
日
（
金
） 

19
日
（
土
） 

21
日
（
月
）

　 22
日
（
火
） 

 

24
日
（
木
） 

   

25
日
（
金
） 

26
日
（
土
） 

 

27
日
（
日
） 

 

28
日
（
月
） 

  

29
日
（
火
） 

 

30
日
（
水
） 

「
北
秋
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
　
〜
む
か
し
　
い
ま
　
こ
れ

か
ら
〜
」
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加 

知
事
と
県
市
長
会
と
の
行
政
懇
談
会
に
出
席 

高
橋
邦
男
氏
・
近
藤
整
市
氏
叙
勲
受
章
祝
賀
会
に
出
席 

県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
理
事
会
・
総

会
に
出
席 

県
道
二
ツ
井
森
吉
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
に
出

席 平
成
17
年
度
北
秋
田
市
行
政
協
力
委
員
森
吉
地
区
全
体

会
議
に
出
席 

平
成
17
年
度
北
秋
田
市
行
政
協
力
委
員
阿
仁
地
区
全
体

会
議
に
出
席 

北
秋
田
市
議
会
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
に
出
席 

大
館
市
北
秋
田
郡
医
師
会
に
出
席 

北
秋
田
市
・
郡
「
の
ろ
た
芳
成
国
政
報
告
会
」
に
出
席 

参
議
院
議
員
金
田
勝
年
氏
「
議
員
活
動
10
周
年
更
な
る

飛
躍
を
期
す
る
会
」
に
出
席 

平
成
17
年
度
北
秋
田
市
行
政
協
力
委
員
鷹
巣
地
区
全
体

会
議
に
出
席 

第
１
回
北
秋
田
市
基
本
構
想
審
議
会
に
出
席 

第
１
回
北
秋
田
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会

に
出
席 

北
秋
田
市
誘
致
企
業
懇
談
会
に
出
席 

市基本構想審議会がスタート 
　 

   

　
北
秋
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
基
本
構
想
」
と
「
基
本
計
画
」
の
策
定
を

行
う
「
北
秋
田
市
基
本
構
想
審
議
会
」
の
初

会
合
が
11
月
28
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
審
議
会
委
員
の
委
嘱
や

今
後
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
基
本
構
想
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
あ
た
り
、
将
来
像
と
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
目
標
を
示
す
も
の
。
こ
の
構
想
を

実
現
す
る
た
め
に
、
目
標
別
に
取
り
組
む
べ

き
施
策
を
体
系
的
・
総
合
的
に
示
す
も
の
が
、

基
本
計
画
と
な
り
ま
す
。 

　
基
本
計
画
は
前
期
と
後
期
に
分
け
て
策
定

さ
れ
、
前
期
基
本
計
画
は
平
成
18
年
度
か
ら

22
年
度
ま
で
に
つ
い
て
策
定
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
後
期
基
本
計
画
は
前
期
計
画
終
了
時
に 

そ
の
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
23
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
に
つ

い
て
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
の
審
議
会
で
は
、
岸
部
市
長
が
6

人
の
公
募
委
員
を
含
む
30
人
の
審
議
会
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
し
「
皆
さ
ん
の
審
議
に
よ

っ
て
策
定
さ
れ
る
基
本
構
想
が
北
秋
田
市
の

将
来
像
を
決
め
る
大
事
な
も
の
と
な
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
、
経
験
か
ら
立
派
な
構
想
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
審
議
会
会
長
に
伊
藤
公
夫
さ
ん

（
鷹
巣
町
商
工
会
副
会
長
）
を
互
選
、
伊
藤

会
長
が
会
長
職
務
代
理
者
と
し
て
鈴
木
稔
さ

ん
（
大
野
台
工
業
団
地
協
議
会
）
を
指
名
し
、

ま
た
、
３
つ
の
専
門
部
会
の
設
置
を
了
承
し
、

審
議
会
の
骨
格
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。 

　
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

12
月
中
旬
に
審
議
会
委
員
に
事
務
局
か
ら
基

本
計
画
の
素
案
を
送
付
、
専
門
部
会
と
３
回

の
全
体
会
、
市
の
部
長
・
支
所
長
な
ど
で
構

成
す
る
総
合
調
整
部
会
な
ど
を
経
て
１
月
下

旬
ま
で
に
市
長
に
答
申
し
、
２
月
定
例
議
会

に
提
案
す
る
予
定
で
す
。 

○
審
議
会
委
員
は
次
の
方
た
ち
で
す
（
敬
称

は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。 

伊
藤
公
夫
、
今
立
明
、
宇
田
隆
子
、
小
坂
磐
、

佐
藤
進
一
、
佐
藤
裕
子
、
奈
良
久
枝
、
野
口

常
介
、
本
城
政
市
、
三
澤
敏
行
、
湊
屋
啓
二
、

宮
腰
光
雄
（
以
上
＝
鷹
巣
地
区
）
、
金
森
ノ

リ
子
、
佐
藤
昌
明
、
鈴
木
稔
、
福
岡
史
恵
、

藤
岡
茂
憲
、
松
岡
秀
樹
（
以
上
＝
合
川
地
区
）
、

加
賀
隆
之
、
片
山
信
隆
、
小
林
節
子
、
近
藤

雪
美
、
萩
野
秀
実
、
村
田
君
子
（
以
上
＝
森

吉
地
区
）
、
上
杉
操
、
佐
々
木
敬
子
、
佐
々

木
賢
龍
、
佐
々
木
功
、
橋
本
ひ
と
み
、
吉
川

將
祥
（
以
上
＝
阿
仁
地
区
） 

ま
ち
づ
く
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の 審議会委員30人に委嘱状を交付した初会合 

立
場
の
「
声
」
を
反
映 

市基本構想審議会がスタート 

12
月
（
師
走
） 

11
月
（
神
無
月
） 

30
日
　 

第
18
回
東
京
鷹
巣
会
総
会 

   

１
日
　 

大
阪
便
通
年
運
航
再
開
記
念
行
事 

            
       

３
日
　 

秋
の
叙
勲
、
地
方
自
治
功
労
で

佐
藤
時
幹
さ
ん
（
阿
仁
幸
屋
）

が
旭
日
小
綬
章
、
小
野
義
夫
さ

ん
（
木
戸
石
）
が
旭
日
双
光
章
、

消
防
功
労
で
高
橋
邦
男
さ
ん

（
阿
仁
前
田
）
、
近
藤
整
市
さ

ん
（
横
町
）
が
瑞
宝
単
光
章
受

章
、
坂
本
圀
義
さ
ん
（
三
木
田)

が
藍
綬
褒
章
受
章 

北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
建
設
工
事

安
全
祈
願
祭 

鷹
巣
地
区
文
化
祭
（
〜
６
日
） 

            

４
日 

　
高
鷹
大
学
学
園
祭 

６
日
　
阿
仁
文
化
ま
つ
り 

 

            

　
　
　
第
19
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会

総
会 

９
日
　 

第
59
回
全
国
植
樹
祭
の
会
場
地

に
県
立
北
欧
の
杜
公
園
が
正
式

決
定 

            

10
日 

　
北
秋
田
地
区
県
立
高
等
学
校
統

合
準
備
事
務
局
開
設 

北
秋
田
市
鷹
巣
土
地
改
良
区
誕
生 

12
日
　 

鷹
巣
中
央
児
童
館
竣
工
式 

13
日
　
第
19
回
も
り
よ
し
合
唱
祭 

婦
人
芸
能
祭 

14
日
　 

第
６
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会 

16
日 

　
市
の
「
花
、
鳥
、
木
」
及
び
市

民
歌
の
歌
詞
を
募
集 

（
〜
１
月
20
日
） 

17
日
　
北
秋
田
21
フ
ォ
ー
ラ
ム 

18
日
　 

濁
り
酒
製
造
許
可
が
下
り
る 

28
日
　 

第
１
回
北
秋
田
市
基
本
構
想
審

議
会 

第
１
回
北
秋
田
市
次
世
代
育
成

支
援
対
策
地
域
協
議
会 

 

  

１
日
　
市
営
施
設
（
湯
ノ
岱
温
泉
、
阿

仁
異
人
館
、
郷
土
文
化
伝
承

館
）
の
指
定
管
理
者
を
募
集

（
〜
１
月
５
日
） 

４
日
　 

プ
レ
・
ク
リ
ス
マ
ス 

in 

北
秋
田 

ふ
る
さ
と
文
化
交
流
の
集
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
in  

阿
仁 

  

          

鷹
巣
ば
や
し
普
及
会
定
期
演
奏
会 

５
日 

　
森
吉
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭 

８
日 

　
第
６
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会

（
〜
21
日
） 

17
日 

　
お
は
な
し
で
て
こ
い
ス
ペ
シ
ャ
ル 

25
日
　
ま
と
び
の
里
子
ど
も
自
然
村
入

村
式
（
冬
） 

『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 
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●
名
　
　
称
　
北
秋
田
市
民
病
院(

仮
称) 

●
所

在

地
　
北
秋
田
市
下
杉
字
上
清
水 

●
敷
地
面
積
　
１
０
０
・
０
０
０
㎡ 

●
構
造
鉄
筋
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建 

●
建
築
面
積
　
１
３
０
０
０
㎡ 

●
延
床
面
積
　
２
７
６
３
０
㎡ 

・
管
理
部
門
　
３
０
７
０
㎡ 

・
診
療
部
門
　
５
９
７
０
㎡ 

・
病
棟
部
門
　
１
０
６
３
５
㎡ 

・
外
来
部
門
　
５
２
２
５
㎡ 

・
そ

の

他
　
２
７
３
０
㎡ 

●
病
床
数 

【
階
別
構
成
】 

・
４
階
　
一
般
48
床
＋
感
染
症
２
床 

　
　
　
　
一
般
44
床(

内
ド
ッ
ク
２
床)

＋ 

　
　
　
　
結
核
４
床 

・
３
階
　
一
般
48
床
　
一
般
48
床 

・
２
階
　
一
般
54
床
（
内
Ｉ
Ｃ
Ｕ
４
床
＋ 

　
　
　
　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
２
床
）
一
般
48
床 

・
１
階
　
精
神
48
床
　
緩
和
ケ
ア
10
床 

【
病
床
種
別
構
成
】 

・
一
般
　
３
０
０
床
（
内
ド
ッ
ク
２
床
＋ 

　
　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
２
床
＋
Ｃ
Ｃ
Ｕ
４
床
＋ 

　
　
　
　
緩
和
ケ
ア
10
床
） 

・
精
神
　
　
48
床
・
結
核
　
４
床 

・
感
染
症
　
２
床
（
合
計
）
３
５
４
床 

●
外
来
患
者
数
　
４
５
０
人
／
日
程
度 

●
診
療
科
目
　
22
科 

内
科
、
呼
吸
器
科
、
消
化
器
科
、
循
環
器
科
、

小
児
科
、
精
神
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
脳

神
経
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
産
婦
人
科
、

眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
麻
酔
科
、
泌
尿
器
科
、

放
射
線
科
、
歯
科
、
歯
科
口
腔
外
科
、
神
経

内
科
、
皮
膚
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、

形
成
外
科 

   

    

（
１
）
救
急
医
療
体
制
の
整
備 

　
現
在
、
重
傷
者
に
関
し
て
は
そ
の
内
24
・
８

％
の
患
者
を
北
秋
田
市
外
の
病
院
に
搬
送
し
て

い
る
が
、
北
秋
田
市
の
み
な
ら
ず
秋
田
県
北
部

地
域
全
域
を
対
象
と
し
た
救
急
搬
送
患
者
に
対

応
で
き
る
24
時
間
・
３
６
５
日
の
救
急
医
療
体

制
を
整
備
・
充
実
す
る
。 

　
そ
の
た
め
に
、
人
的
対
応
と
し
て
２
人
医
師

当
直
、
検
査
・
放
射
線
・
薬
剤
部
の
当
直
体
制

を
採
る
。
ま
た
、
設
備
と
し
て
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・

Ｃ
Ｔ
等
の
高
度
医
療
機
器
、
重
症
室
と
し
て
の

Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
・
Ｈ
Ｃ
Ｕ
等
の
入
院
機
能
の

整
備
を
行
う
。 

　
な
お
、
特
殊
・
高
度
医
療
を
必
要
と
し
、
北

秋
田
市
民
病
院(
仮
称)
で
対
応
で
き
な
い
救
急

患
者
は
、
三
次
救
急
病
院
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
。 

（
２
）
が
ん
医
療
の
充
実 

　
死
亡
率
の
第
１
位
を
占
め
る
が
ん
（
肺
が
ん
、

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肝
が
ん
、
乳
が
ん
等
）

に
対
し
て
、
継
続
的
に
全
人
的
な
質
の
高
い
が

ん
医
療
を
提
供
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。 

　
そ
の
た
め
に
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
設
置
、
診

断
・
治
療
の
た
め
の
高
度
医
療
機
器
の
配
備
、

各
職
種
の
専
門
的
人
材
の
確
保
、
院
内
が
ん
登

録
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
努
め
、
将
来
的
に
は
地

域
が
ん
拠
点
病
院
の
指
定
を
得
る
こ
と
を
目
指

す
。 

　
な
お
、
北
秋
田
市
民
病
院(

仮
称)

で
対
応
で

き
な
い
が
ん
治
療
は
、
大
学
病
院
そ
の
他
の
専

門
機
関
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
。 

（
３
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
提
供 

　
急
性
期
病
床
の
運
用
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

離
床
を
早
め
る
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の
治
療
に
重

点
を
置
い
た
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

強
化
す
る
。
施
設
基
準
と
し
て
は
、
理
学
療
法
・

作
業
療
法
・
言
語
聴
覚
療
法
に
お
い
て
施
設
基

準
の
Ⅱ
を
取
得
す
る
た
め
の
施
設
と
要
員
を
確

保
す
る
。
将
来
的
に
は
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ 

ョ
ン
の
施
設
基
準
の
取
得
が
可
能
な
よ
う
に
設

備
的
な
予
備
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。 

　
ま
た
、
現
在
、
北
秋
田
市
の
障
害
児
（
者
）

の
診
察
と
リ
ハ
ビ
リ
治
療
は
秋
田
市
の
療
育
専

門
施
設
ま
で
遠
距
離
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

患
者
と
家
族
に
大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
る
。

　
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
障
害
児
（
者
）

の
た
め
の
通
院
に
よ
る
診
察
・
機
能
訓
練
を
可

能
と
す
る
療
育
専
用
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
整
備
し
、

北
秋
田
市
の
み
な
ら
ず
秋
田
県
北
部
地
域
全
域

の
障
害
児
（
者
）
を
対
象
と
し
た
身
体
機
能
の

向
上
の
た
め
の
医
療
を
提
供
す
る
。 

（
４
）
精
神
医
療
の
提
供 

　
米
内
沢
病
院
の
精
神
病
棟
を
引
き
継
ぎ
、
圏

域
内
福
祉
施
設
へ
の
支
援
等
、
精
神
医
療
の
充

実
を
図
る
。 

　
ま
た
、
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
（
小
規
模
）
の
た

め
の
施
設
と
要
員
を
確
保
し
、
送
迎
に
つ
い
て

も
利
用
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
施
策
を
実
施

す
る
。 

（
５
）
結
核
医
療
・
感
染
症
対
策 

　
結
核
医
療
お
よ
び
感
染
症
対
策
の
充
実
の
た

め
に
結
核
病
床
４
床
、
感
染
症
病
床
２
床
を
確

保
し
、
設
備
的
に
は
陰
圧
空
調
、
排
気
設
備
、

洗
浄
・
消
毒
設
備
等
に
配
慮
し
た
設
計
と
す
る
。 

（
６
）
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
機
能
整
備 

　
鷹
巣
・
阿
仁
二
次
保
健
医
療
圏
に
お
け
る
地

域
医
療
支
援
病
院
の
資
格
取
得
を
前
提
に
、
北

秋
田
市
民
病
院(

仮
称)

の
計
画
を
進
め
る
。 

　
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
の
診
療
所

や
急
性
期
を
脱
し
た
退
院
患
者
の
受
け
入
れ
先

と
し
て
の
療
養
型
病
院
（
米
内
沢
病
院
に
病
床

を
確
保
）
と
の
強
力
な
連
携
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
外
来
に
お
い
て
は
専
門
的
医
療

や
日
帰
り
手
術
、
入
院
に
お
い
て
は
急
性
期
医

療
の
提
供
に
特
化
す
る
。 

　
ま
た
、
連
携
関
係
の
強
化
の
た
め
に
地
域
医

療
連
携
室
を
設
置
し
、
紹
介
と
逆
紹
介
の
促
進
、

開
放
病
床
や
高
度
医
療
機
器
の
共
同
利
用
、
地

域
医
療
研
修
の
推
進
を
図
る
。 

　
な
お
、
入
院
医
療
を
充
実
す
る
た
め
に
は
、

初
期
医
療
の
患
者
や
専
門
的
医
療
を
必
要
と
し

な
く
な
っ
た
外
来
再
診
患
者
の
逆
紹
介
の
受
け

皿
と
し
て
の
診
療
所
の
役
割
を
支
援
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
各
地
域
の
か
か
り
つ
け
医

機
能
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
鷹
巣
地
区

の
診
療
所
に
対
す
る
各
種
研
修
会
の
実
施
や
、

米
内
沢
病
院
と
阿
仁
診
療
所
の
外
来
診
療
を
充

実
す
る
た
め
の
医
師
の
派
遣
制
度
な
ど
に
つ
い

て
推
進
す
る
。 

（
７
）
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
し
て
の
機
能
整
備 

　
将
来
の
地
域
医
療
を
担
う
若
手
医
師
の
確
保
・

養
成
の
た
め
に
、
研
修
医
の
受
け
入
れ
体
制
を

整
備
し
て
臨
床
研
修
病
院
の
指
定
を
受
け
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
研
修
室
の
確
保
、
教
育
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、
優
秀
な
指
導
医
の
確

保
、
医
師
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
救
急
・
高
度
医

療
の
実
践
等
を
推
進
す
る
。 

（
８
）
地
域
災
害
拠
点
病
院 

　
大
規
模
災
害
時
の
地
域
住
民
の
生
命
を
守
る

た
め
、
地
域
災
害
拠
点
病
院
の
指
定
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
必
要
な
施
設
を
確
保
す
る
。 

　
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
は
多
く
の

被
災
傷
病
者
を
収
容
す
る
緊
急
医
療
設
備
、
ト

リ
ア
ー
ジ
、
移
送
等
に
必
要
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

整
備
や
医
薬
材
料
の
安
定
確
保
等
種
々
の
設
備

的
要
件
、
職
員
教
育･

訓
練
等
幅
広
い
対
策
が

必
要
で
あ
り
、
建
築
構
造
上
は
免
震
ま
た
は
耐

震
建
築
と
す
る
。 

（
９
）
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
（
機
能
） 

　
北
秋
田
全
域
を
対
象
と
し
て
、
へ
き
地
医
療

支
援
機
構
の
指
導
・
調
整
の
下
に
無
医
地
区
お

よ
び
へ
き
地
診
療
所
等
へ
の
医
師
・
看
護
師
等

の
巡
回
派
遣
を
行
い
、
へ
き
地
に
お
け
る
地
域

住
民
へ
の
医
療
の
提
供
を
行
う
。 

（
10
）
人
工
透
析
治
療
の
提
供 

　
現
在
、
米
内
沢
病
院
と
北
秋
中
央
病
院
に
お

い
て
透
析
治
療
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
も

北
秋
田
市
民
病
院(

仮
称)

が
引
き
継
ぐ
。 

　
た
だ
し
、
内
科
専
門
医
を
確
保
し
て
医
療
の

質
を
高
め
、
病
床
の
回
転
率
を
高
め
る
た
め
に

慢
性
透
析
治
療
は
極
力
外
来
に
シ
フ
ト
す
る
。 

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
設
置
し
て
、
吸
着
療
法
、

血
漿
交
換
療
法
等
の
血
液
浄
化
療
法
に
よ
る
農

薬
・
薬
物
中
毒
、
難
病
治
療
に
つ
い
て
も
対
応

可
能
と
す
る
。 

（
11
）
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入 

　
医
療
の
質
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
、
経
営
効
率
を

高
め
る
Ｉ
Ｔ
化
を
図
る
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
。 

　
北
秋
田
市
民
病
院(

仮
称)

開
設
時
は
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
す
る
が
、
将
来
的
に
は
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
可
能
な
設
備
的

配
慮
を
行
う
。 

（
12
）
健
診
セ
ン
タ
ー
機
能
の
整
備 

　
今
後
ま
す
ま
す
医
療
費
削
減
策
が
拡
大
す
る

中
に
あ
っ
て
、
生
活
習
慣
病
や
そ
の
他
疾
病
の

重
症
化
予
防
対
策
が
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
保

険
診
療
の
範
囲
が
形
を
変
え
て
疾
病
予
防
へ
拡

大
す
る
可
能
性
が
高
い
。 

　
従
っ
て
北
秋
田
市
民
病
院(

仮
称)

は
、
北
秋

田
市
、
保
健
所
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
住
民
の

健
康
増
進
施
策
推
進
に
積
極
的
に
関
与
し
、
検

診
機
能
、
健
康
相
談
・
重
症
化
予
防
活
動
、
疫

学
調
査
機
能
の
充
実
を
図
る
。 

　
設
備
的
に
は
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た

め
に
受
付
・
待
合
・
問
診
・
所
見
は
一
般
外
来

患
者
と
分
離
し
、
各
種
検
査
機
器
は
外
来
診
療

と
共
有
す
る
。 

北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想

北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想

　
北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
外
来
部
門
に
お
い
て
は
、
診
療
所
と
の
紹
介
や
逆
紹
介
を
積
極
的
に
行

う
と
共
に
、
医
療
機
器
の
共
同
利
用
を
推
進
し
、
診
療
所
と
の
連
携
を
図
り
、
診
断
、
検
査
機
能
を
補
完
す
る
役
割
で
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
診
療
所
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
患
者
や
家
族
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
日
常
的
な
診
療
や
慢
性
的
疾
患
全
般
に
係
る

医
療
を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
病
診
分
離
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
各
々
の
持
つ
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
医
療
の
提
供
が
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
入
院
部
門
に
お
い
て
は
、
市
内
の
入
院
患
者
の
約
半
数
が
圏
域
外
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る
現
実
を
重
く
受
け
止
め
、
急
性
期
医

療
、
高
度
医
療
の
提
供
を
行
い
、
臨
床
研
修
機
能
を
充
実
さ
せ
、
医
師
の
確
保
に
努
め
、
患
者
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

特 集北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
） 

の
整
備
構
想 

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
） 

医
療
提
供
機
能 
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合
川
西
小
学
校
（
加
賀
史
子
校
長
）
で
学
校
開
放

「
み
ん
な
の
登
校
日
」
期
間
の
11
月
10
日
、
男
鹿
市

の
僧
侶
・
長
谷
川
恵
光(

え
こ
う)

さ
ん
に
よ
る
「
読

み
聞
か
せ
会
・
子
育
て
講
演
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
戦
争
や
い
じ
め
に
つ
い
て
の
本
を
児
童

に
読
み
聞
か
せ
「
本
は
い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
た
く
さ
ん
読
み
ま
し
ょ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
続
い
て
父
母
ら
を
対
象
に
し
た
講
演
会
で
は
、
男

鹿
の
宗
泉
寺
に
嫁
ぎ
、
３
年
で
夫
の
住
職
が
急
逝
、

後
を
継
ぐ
た
め
、
子
ど
も
２
人
を
檀
家
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
に
預
け
、
修
行
し
、
戻
っ
て
き
た
と
い
う

経
歴
か
ら
「
親
が
し
っ
か
り
生
き
て
い
る
と
、
子
ど

も
は
い
つ
か
認
め
て
く
れ
る
。
子
育
て
を
楽
し
ん
で
」

と
助
言
。
父
母
ら
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

み
ん
な
の
心
に
灯
り
を
点
そ
う 

市
誕
生
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
プ
レ
・
ク
リ
ス
マ
ス｣ 

　
合
併
を
機
に
「
こ
の
地
に
暮
ら
す
住
民
が
一
つ
に

な
っ
て
何
か
で
き
な
い
か
‥
‥
何
か
や
ろ
う
じ
ゃ
な

い
か
」
と
の
思
い
か
ら
「
皆
の
心
に
灯
り
を
点
そ
う

実
行
委
員
会
（
池
田
文
明
会
長
）
」
主
催
に
よ
り
『
プ

レ
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
in
北
秋
田
』
が
12
月
４
日
、
米
内
沢

ス
キ
ー
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
有
志
が
県
の
「
地
域
の
き
ら

め
き
発
掘
事
業
」
に
応
募
し
、
採
用
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
助
成
を
活
用
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
参
加
者
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
多
彩
な
催

し
を
満
喫
。
最
後
は
、
周
囲
を
飾
る
光
の
中
、
大
型

ツ
リ
ー
に
灯
り
が
と
も
る
と
、
冬
空
に
大
輪
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
寒
さ
を
越
え
て
、
み
ん
な
の
心

に
灯
り
が
と
も
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。 

クリスマスグッズの制作やコンサート、フリーマー 
ケットなど多彩な催しでにぎわった手作りイベント 

子
育
て
は
親
が
し
っ
か
り
、そ
し
て
楽
し
ん
で 

合
川
西
小
学
校
「
読
み
聞
か
せ
会
・
子
育
て
講
演
会｣ 

オリジナル曲を披露し、迫力とリズム感あふれる 
演奏で聴衆を魅了した演奏会 

太
鼓
の
醍
醐
味
を
満
喫 

 

「
鷹
巣
ば
や
し
普
及
会（
野
呂
俊
二
代
表
）」
の
定

期
演
奏
会
『
ザ
・
太
鼓
』
が
12
月
４
日
、
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
、
迫
力
あ
る
演
奏
に
、
大
入
り
の
観
衆

が
太
鼓
の
醍
醐
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、
鷹
巣
神
社
の
祭
典
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
昭
和
58
年
に
発
足
、
そ
の
後
、
創
作
曲
の
演

奏
を
中
心
に
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
22
年
に

わ
た
っ
て
精
力
的
に
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。 

　
演
奏
会
は
、
１
年
間
の
活
動
の
締
め
く
く
り
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
８
回
目
の

開
催
。
会
員
の
中
か
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
も
含
め
30
人
が

出
演
、
ま
た
、
大
館
市
や
秋
田
市
な
ど
か
ら
４
団
体

が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
来
場
者
と
と
も
に
太
鼓
の
楽

し
さ
を
共
有
し
た
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。 

鷹
巣
ば
や
し
普
及
会
定
期
演
奏
会
「
ザ
・
太
鼓｣ 

本を読むこと、読んであげることが大事と 
助言する長谷川恵光さん 

甘
く
、美
し
い
旋
律
で
聴
衆
を
魅
了 

　
韓
国
ド
ラ
マ
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
な
ど
で
も
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
が
使
わ
れ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
倉
本
裕
基
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
11
月
20
日
、
文
化
会
館
で
開
か

れ
、
甘
く
、
美
し
い
ピ
ア
ノ
の
旋
律
が
満
場
の
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
倉
本
さ
ん
は
日
韓
両
国
の
文
化
交
流
に
大
き
な
貢

献
を
果
た
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
の
日
本
レ

コ
ー
ド
大
賞
で
は
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
夫
人
の
美
穂
子
さ
ん
は
鷹
巣
地
区
出
身
で
、
以
前

か
ら
鷹
巣
公
演
を
期
待
す
る
声
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

文
化
会
館
の
自
主
事
業
と
し
て
市
ゆ
か
り
の
音
楽
家

の
公
演
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
打
診
し

た
と
こ
ろ
、
快
諾
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
飾

ら
ず
自
然
体
で
音
楽
活
動
を
続
け
る
倉
本
さ
ん
の
人

気
は
北
秋
田
市
で
も
一
段
と
高
ま
り
そ
う
で
す
。 

倉
本
裕
基
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

「霧のレイクルイーズ」など21曲を弾き終え、アン 
　コールは「浜辺の歌」で締めくくったコンサート 

　
結
成
20
年
目
の
節
目
を
迎
え
た｢

鷹
巣
祇
園
太
鼓

振
興
会（
今
立
明
会
長
）」
に
よ
る
「
第
15
回
鷹
巣
祇

園
太
鼓
審
査
会
」
が
11
月
23
日
、
文
化
会
館
で
開
か

れ
、
会
員
ら
が
腕
前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
同
振
興
会
は
昭
和
60
年
「
太
鼓
の
里
づ
く
り
構
想
」

に
合
わ
せ
、
鷹
巣
銀
座
通
り
商
店
会
の
青
年
部
が
九

州
・
小
倉
に
伝
わ
る
「
祇
園
太
鼓
」
に
取
り
組
ん
だ

の
が
始
ま
り
。
そ
の
後
、
会
の
活
動
目
標
に
青
少
年

の
健
全
育
成
、
生
涯
教
育
の
奨
励
な
ど
を
掲
げ
、
小

学
校
な
ど
で
太
鼓
の
指
導
も
続
け
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
も
小
学
生
を
中
心
に
１
５
０
人
以
上
が
審

査
会
に
臨
み
、
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
と
呼
ば
れ
る
リ
ズ
ム
楽

器
の
音
に
調
子
を
あ
わ
せ
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
力
強

い
バ
チ
さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し
た
。 

練
習
の
成
果
を
バ
チ
に
託
す 

第
15 
回
鷹
巣
祇
園
太
鼓
審
査
会 

 
祇園太鼓は左手を逆手に使うことなどから 
難しい演奏法といわれています。 

「健康増進に役立ててください」と阿仁支所長に 
　寄付を手渡す湊キヌさん 

亡
き
夫
の
お
礼
に
と
寄
付 

　
阿
仁
銀
山
の
湊
キ
ヌ
さ
ん
が
11
月
25
日
、
阿
仁
支

所
を
訪
れ
、
亡
き
夫
・
直
治
さ
ん
が
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
に
と
50
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
直
治
さ

ん
は
生
前
老
人
ク
ラ
ブ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
保
健
事
業
な
ど
積
極
的
に
参
加
さ
れ
元
気

に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
に
な
っ
て
体
調
を

崩
さ
れ
、
9
月
22
日
に
81
歳
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ご
夫
妻
は
、
昭
和
57
年
に
直
治
さ
ん
が
長
年
勤
め

て
い
た
職
場
を
退
職
さ
れ
る
と
同
時
に
、
神
奈
川
県

鎌
倉
市
か
ら
転
入
さ
れ
て
以
来
ふ
る
さ
と
阿
仁
で
お

過
ご
し
で
し
た
。
夫
の
意
志
を
継
ぎ
「
お
世
話
に
な
っ

た
阿
仁
の
健
康
増
進
の
た
め
に
役
立
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
こ
と
で
、
善
意
を
有
り
難
く
お
受
け
し
ま

し
た
。 

湊
キ
ヌ
さ
ん
よ
り
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た 

と
も 
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学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

北秋田市 
教育委員会 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

　第２回沢口公民館ワイワイ文化祭が、11月23日

開催されました。 

　当日は南鷹巣保育園・中央小学校・南中学校・

鷹巣高校の地域の学校の皆さんをはじめ、婦人会、

藤株大正琴愛好会・ドラムサークル・藤島尚子ダ

ンススタジオ・北秋田警察署ブルーサウンズ・千

川流の皆さんの演奏や踊りに公民館講座の発表も

彩りを添えて盛り沢山のプログラムになりました。

ステージに繰り広げられる演技に大勢の観客の皆

さんから大きな拍手が絶えませんでした。 

また、婦人会のソバ・うどんコーナー・野菜・惣

菜の販売も好評で、地域の皆さんの手作り文化祭

で楽しい一日を過ごしました。 

　
鷹
巣
地
区
婦
人
学
級
連
絡
協
議
会
講
演
会
が

11
月
24
日
、
中
央
公
民
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
講
師
は
七
日
市
龍
泉
寺
住
職
佐
藤
俊
晃
さ
ん
。

｢

北
秋
田
歴
史
散
歩
・
わ
た
し
た
ち
の
足
も
と｣

と
題
し
、
１
６
０
年
ほ
ど
前
に
あ
っ
た
天
明
、

天
保
の
大
飢
饉
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
飢
饉
で
七
日
市
村
で
は
１
年
間
に
２

５
０
人
、
綴
子
村
で
は
６
０
０
人
前
後
の
死
者

が
出
た
こ
と
、
当
地
方
よ
り
更
に
深
刻
な
津
軽

地
方
か
ら
は
、
多
く
の
難
民
が
秋
田
へ
逃
れ
て

来
た
こ
と
な
ど
の
、
史
実
に
基
づ
い
た
お
話
に

参
加
者
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
飢
え
て
死
ん
だ
母
の
乳
房
に
す
が
る

子
や
、
死
体
に
群
が
る
動
物
の
よ
う
す
を
描
い

た
絵
図
で
の
説
明
を
聴
き
、
飢
饉
の
悲
惨
な
状

況
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
よ
う
す
で
し
た
。 

「ワイワイ文化祭」大賑わい 

坊沢地区駅伝大会�

沢口公民館 

地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
熱
演
し
ま
し
た 

沿道地域の声援を浴びて

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
ぶ 

鷹
巣
地
区
婦
人
学
級
連
絡
協
議
会
講
演
会 

　子どもたちの豊かな体験活動、安心・安全な居場所づくりをねらいとして活動

している「北秋田市子ども未来塾」の活動を紹介します。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
い
き
い
き
タ
イ
ム
で

は
、
指
導
者
が
工
夫
し
、
活
動
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々

や
サ
ー
ク
ル
の
方
々
の
ご
支
援
も
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
来
ま
し
た
。 

　
今
後
も
週
１
回
、
地
道
に
活
動
を

続
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
皆
様

か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

北秋田市子ども未来塾

▲３年ぶりの開催となった坊沢地区駅伝大会。
７つの町内会９チームが健脚を競いました。 

▲
 

▲天明・天保の大飢饉について学んだ講演会 

■
鷹
巣
子
ど
も
い
き
い
き
タ
イ
ム 

■
綴
子
子
ど
も
い
き
い
き
タ
イ
ム 

スウィートポテトに飾りつけ「よし！」 「どんな色を塗るのかな？」 

■
沢
口
子
ど
も
い
き
い
き
タ
イ
ム 

■
七
日
市
子
ど
も
い
き
い
き
タ
イ
ム 

 「さあ　やるよ～！　並んでね～！」 「水飴ゲット！　ぺろり」 

■
指
導
者
研
修
会 

情報交換とスキルアップ研修 

紙芝居づくり紙芝居づくり 紙芝居づくり いもパーティーいもパーティー いもパーティー 

簡単おやつづくり～うぐいす餅～簡単おやつづくり～うぐいす餅～ 簡単おやつづくり～うぐいす餅～ 風船リレー風船リレー 風船リレー 

　
10
月
30
日
、
第
24
回
坊
沢
地
区
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
駅
伝
大
会
は
、
坊
沢
公
民
館
が
主
催
し
、
坊
沢
自

治
会
、
体
育
振
興
会
、
交
通
安
全
協
会
、
子
ど
も
会
親
の
会

の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
３
年
間
、
集
落
排
水
工
事
の
た
め
中
断
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
工
事
終
了
に
伴
い
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

と
い
う
こ
と
で
大
会
要
項
や
選
手
資
格
の
見
直
し
も
あ
り
ま

し
た
が
、
坊
沢
地
区
の
交
流
と
子
ど
も
達
の
目
を
地
域
に
向

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。 

７
町
内
会
９
チ
ー
ム
に
は
、
往
年

の
名
選
手
と
共
に
、
23
名
の
小
・

中
・
高
校
生
選
手
の
力
走
が

あ
り
、
沿
道
の
人
々
か
ら

大
き
な
声
援
を
受
け
ま
し

た
。 

優
勝
は
羽
立
、
２
位
は
深

関
ド
リ
ー
ム
、
３
位
は
相

善
チ
ー
ム
で
し
た
。
す
で

に
来
年
を
期
待
す
る
声
が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。 

MANABI　NO　HIROBA
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Information　お知らせ Information　お知らせ 

公 民 館 

文化会館 

スポーツ 

 

 

 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【12月のロビー展】綴子公民館　洋裁講座 

12・18（日）親子でクリスマスケーキ作り 9:30～13:00 

　　19（月）～22（木）初心者向けパソコン教室 

　　　　　（上杉あいターミナル） 18:00～20:30 

１・11（水）第29回新春交流会（商工会女性部主催） 

 16:00～19:00 

　　14（土）新春チャリティーダンスパーティー 

 19:00～21:00 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】草木染あかね会（～19日） 

　　　　　　押し絵同好会（20日～） 

12・16（金）そば打ち体験講座 10:00～12:30 

　　23（金）ハッピークリスマス会 10:00～13:00 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９

12・17（土）ちびっこチャレンジクリスマスパーティー 

 10:00～12:30 

　　27（火）お正月用フラワーアレンジメント 

 10:00～12:00 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

12・17（土）わんぱくクラブ　収穫感謝祭  9:00～14:00 

　　21（水）ミニ門松作りに挑戦！　 

　　　　　　門松作り講座 18:00～21:00 

 

 

12・17（土）おはなしでてこいスペシャル 14:00～ 

　　18（日）全日本アンサンブルコンテスト県北地区

　　　　　　予選北秋田大会 9:30～ 

　　23（金）杉沢ピアノ教室発表会 　　　13:30～ 

　　25（日）杉渕ピアノ・エレクトーン教室発表会 

　　　　　　菊池ピアノ・エレクトーン教室発表会 

 ①10:00～②13:30～ 

１・６（金）教育センタ－所員発表会 9:00～ 

　　14（土）映画「チキンリトル」 10:00～ 

　　　　　　映画「ハリ－ポッタ－とコブレット」 12:30～ 

　　　　　　　入場料：一般1,500円 (割引1,300円) 

　　　　　　　　　　　学生1,200円 (割引1,000円) 

　　　　　　　　　　　幼小中1,000円(割引800円) 

　　15（日）映画「チキンリトル」 10:00～ 

　　　　　　映画「ハリ－ポッタ－とコブレット」 

 12:30～ 

　　　　　　　入場料：１４日に同じ 

　　21（土）縄文シンポジウム（北秋田市遺跡係） 

 13:00～ 

　　　　　　おはなしでてこい 14:00～ 

 

 

12・17（土）～18（日）指導者講習会(バレーボール) 

 鷹巣体育館 

　　23（金）～27（火）インドアテニス大会 

 森吉スポーツセンター 

●日　時　１月16・30日、２月6・20日 

　　　　　３月6・13日　　9：30～12：00 

●場　所　合川農村環境改善センター 

●講　師　菊地洋子さん 

●内　容　刺し子手芸品の製作 

●定　員　20人　定員になり次第締切ります。 

●持　参　裁縫道具、筆記用具 

●材料代　毎回1,000円程度 

●申込期限　12月26日（月）まで 

◎申し込み・お問い合わせ  合川公民館�７８－２１１４ 

 

 

●日　時　12月23日（金）　10：00～13：00 

●場　所　合川農村環境改善センター 

●対　象　保育園児から小学生まで　 

●内　容　・おいしい料理とおやつを作って食べる

　　　　　　クリスマスクッキング 

　　　　　・ピッコロおはなし会（人形劇、エプロ

　　　　　　ンシアター、大型絵本） 

●参加費　一人300円 

●申込期限　12月19日（月）まで 

◎申し込み・お問い合わせ  合川公民館�７８－２１１４ 

 

 

●日　時　12月27日（火）　10：00～12：00 

●場　所　森吉コミュニティセンター 

●講　師　フラワーショップ荒川　荒川弘子さん 

●材料費　2,000円（お花、アレンジ容器）　 

●持　参　花バサミ（万能バサミ可）●定員　20人 

●申込期限　12月20日（火）まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　森吉コミュニティセンター　  �７２－３２５９ 

刺し子 講 座

ハッ ピ ークリ ス マス会

お正月用フラワーアレンジメント

 

 

平成17年度　北秋田市読書感想文・読書感想画コンクール 
北秋田市に在住している方、または通勤・通学する方を対象とします。 

●読書感想文＊小学校の部（３年生以上で学年ごと）＊中学校の部（学年ごと） 

　　　　　　＊高校・一般の部 

●読書感想画＊幼稚園・保育園の部（年長児）＊小学校の部（１・２年生で学年ごと） 

●読書感想文は、読んだ本（作品）についての感想を綴ってください。但し、教科書、

雑誌は対象外です。 

●読書感想画は、読んだ本（作品）についての感想を絵に描いてください。幼稚園・

保育園の部は課題図書の中から一つを選んで描いてください。小学校の部は自由です 

　☆保育園・幼稚園の部の課題図書（５点） 

　　①おおきなかぶ　②はらぺこあおむし（エリック・カール作） 

　　③てぶくろ（ウクライナ民話）④こびとのくつやさん⑤いっすんぼうし 

　どちらも応募作品は未発表のもので一人１点とします。 

●読書感想文は、４００字詰原稿用紙を使用し、小学校の部は原稿用紙３枚以内、そ

の他の部は５枚以内とします。 

北秋田市材木町２番３号　北秋田市鷹巣図書館（文化会館内） 

　☆所属する学校や園を通じて応募してください。 

　☆一般の方は、図書館と各公民館に応募用紙がありますので忘れずに貼付ください。 

平成１８年１月２４日（火） 

市の広報等で発表します。 

特選、入選、佳作に選ばれた方々に、賞状と記念品を授与します。 

表彰式は、平成１８年２月２５日（土）文化会館で行います。 

北秋田市鷹巣図書館　�６２－３３１１（文化会館）FAX.６２－２３３７ 

応 募 資 格  

応 募 区 分  

 

 

応 募 規 定  

 

 

 

 

 

 

 

字 数 及び用紙  

 

応 募 先 等  

 

 

締 切 日  

発 表  

表彰及び表彰式 

 

お 問い合わせ  

◆ 

◆ 

 

 

◆ 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 

 

◆ 

 

 

◆ 

◆ 

◆ 

 

◆ 

インフルエンザ予防接種を受けましょう
　市では以下のとおり高齢者インフルエンザ予防接種

料金の一部に助成を行っています。 

　接種を希望される方は、医療機関に置いてある資料

をよく読み、予防接種の必要性などをよく理解してか

ら接種を受けられることをお勧めいたします。 

●対象者 

　・北秋田市に住所を有する接種日において満６５歳

　　以上の方 

　・60歳以上65歳未満で心・肺・腎機能等に身体障

　　害者１級程度の障害を有する方（別途証明書の提

　　出が必要です。） 

●実施期間　平成18年１月31日まで 

●接種回数　１回　●助成金額　１人　１，５００円 

●自己負担額　医療機関によって料金が異なるため、

予防接種料金より助成金額を差し引いたものが自己負

担額となります。（対象者のうち生活保護受給者は自

己負担額が無料となります） 

●申込み方法　秋田県内のほとんどの医療機関で接種

を受けられます。北秋田市内では以下の医療機関で実

施していますので、直接お申込ください。 

北秋中央病院、市立阿仁病院、公立米内沢総合病院、

うえだクリニック、遠藤クリニック、近藤医院、国民

健康保険合川診療所、佐々木産婦人科医院、佐藤外科

消化器科医院、たむら内科クリニック、津谷内科、と

しま医院、奈良医院、疋田外科内科医院、藤原医院、

毛利整形外科クリニック、盛岡外科医院 

 

 

 

　12月31日まで実施しています。接種を希望される

方は市内の実施医療機関へ直接お申込ください。 

◎お問い合わせ　北秋田市保健センター　�62-6666

肺炎球菌ワクチン接種への助成について 君のハートよ位置につけ 

秋田わか杉国体
北秋田市は、バレーボール、フェンシング 

山岳、アーチェリーの会場です 



の除雪と雪の処理
について

雪の捨て場所は?

Q�&�A

ご協力ください

Ｑ：朝起きたら雪が積もっているのに、なぜ除雪車

　　が来ないのですか？

Ａ：除雪車の出動は早朝の降雪状況で判断しますが、

　　通勤ラッシュ前に終了できる作業範囲で行って

　　います。早朝確認以降や除雪後の降雪について

　　は、交通渋滞や安全面から、日中除雪で対応し

　　ますのでご理解をお願いします。

　いよいよ本格的な冬の到来です。雪の除排雪は冬期間のたい
へんな作業ですが、車や歩行者の安全でスムーズな通行を確保
するため、次の事項を守り、処理をお願いします。

　雪捨ては、次の指定箇所へお願いします。（雪以外

　のごみ等は絶対捨てないようにお願いします）

　【鷹巣地区】 
　　㈰米代川右岸　　栄橋下流

　　㈪今泉川右岸　　泉流橋上流

　　㈫前山川左岸　　前山橋下流

　　㈬綴子川左岸　　綴子橋上流

　　㈭綴子川右岸　　柳生橋下流

　　㈮綴子川左岸　　小田部落上流

　　㈯小猿部川左岸　小猿部橋上流

　　㉀小猿部川右岸　横渕橋下流

　　㈷小猿部川左岸　中屋敷橋上流

　　㉂小猿部川右岸　堂ヶ岱橋上流

　　㉃小森川右岸　　藤株橋下流�

　　㈹小森川右岸　　西宮ノ目橋上流

　　㈺摩当川左岸　　向町橋上流

　【合川地区】 
　　㈱阿仁川右岸　　合川橋下流

　　㈾阿仁川右岸　　阿仁川橋下流

　　㈴小阿仁川右岸　落合橋下流

　【森吉地区】 
　　㈲阿仁川左岸　　丹平川原

　　㈻阿仁川右岸　　浦田橋下流

　　㈶阿仁川右岸　　八幡橋上流�

　　㈳阿仁川左岸　　下川原（本城）

　【阿仁地区】 
　　　阿仁川左岸　　向山橋下流

　　　比立内川右岸　牛滝橋下流

ごみ集積所付近の除雪管理
についてもお願いします

!!

　雪のためにゴミ集積所が狭くなると、各家

庭から出されるゴミが集積所から離れたとこ

ろに置かれ、収集作業に支障がでることにな

ります。

�冬期間は、集積所の状況をよくご覧になり、

集積所のスペースを確保するため、集積所付

近の除雪管理をお願いします。

【国道７号】　国土交通省能代河川国道工事事務所　

　　　　　　大館国道出張所　�0186−49−0321

【国道105・285号、県道】

　　　　　　北秋田地域振興局建設部　�62−3 1 1 1

【市　　道】鷹巣支所建設課　　��62-6629�

　　　　　　合川支所産業建設課��78-2115�

　　　　　　森吉支所産業建設課��72-3112　�

　　　　　　阿仁支所産業建設課��82-2114

◎お問い合わせ

平成18年度「放課後児童クラブ」の募集

　近年、児童を取り巻く環境はめまぐるしく変化し、

核家族化やひとり親世帯、共働き世帯が増加し、小学

校へ通う子どもたちは毎日の放課後や長期休校日には 

両親が仕事をしていることから、子どもだけで留守番

することになります。 

　市では、帰宅時に保 

護者がいない家庭の児 

童を対象に、働く親の 

子育て支援と児童が安 

心して過ごせる憩いの 

場の提供として、「放 

課後児童クラブ」を実 

施しております。 

　加入を希望される方は下記により申込みください。 

●申込期限　平成18年２月20日（月） 

※定員は定めていませんが、多数の場合は制限する場

合がありますので、当初から加入登録してください。 

●提出書類　 

　児童クラブ入会申込書、児童票 

※現在加入児童も再度申込みが必要です。 

●対象児童　 

　保護者が労働等により、昼間家庭にいない概ね１～

　３年生の児童（※４～６年生も可） 

◎申し込み・お問い合わせ 

鷹巣地区　福祉事務所福祉課　　　　�６２－１１１３ 

合川地区　合川支所総合福祉課　　　�７８－２１１６ 

森吉地区　森吉支所総合福祉課　　　�７２－３１１６ 

阿仁地区　阿仁支所総合福祉課　　　�８２－２１１２ 

合川地区（川井・合川駅前の一部） 

12月15日から合川地区の
公共下水道の使用区域が拡大されます

　
合
川
地
区
で
は
、
12
月
15
日
よ
り
公
共
下
水

道
の
使
用
供
用
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
使
用
で
き

る
区
域
は
川
井
・
合
川
駅
前
地
区
の
一
部
で
す
。 

　
一
日
も
早
い
機
会
に
下
水
道
へ
加
入
し
、
生

活
環
境
の
改
善
と
公
共
用
水
域
（
河
川
等
）
の

水
質
保
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
生
活
排
水
の
接
続
期
間
が
供
用
開
始

日
か
ら
１
年
以
内
（
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
は

３
年
以
内
）
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
速
や
か

な
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
下
水
道
使
用
料
の
納
付
に
は
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
市
で
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
を
助

成
す
る
た
め
、
無
利
子
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
排
水

設
備
工
事
の
申
込
み
の
際
に
、
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
へ
そ
の
旨
申
し
出
て
下
さ
い
。 

●路上に駐車しないでください。（除雪車が通れなく

て困る場合があります）

●道路に雪を出さないようにしてください。（交通事

故などの原因にもなります）

●家の出入口付近に歩道がある場合は、歩行者や車の

通行の支障にならないようにしてください。

●屋根からの雪が路上に落下しないようにお願いします。

●雪囲いなどは道路にはみ出さないようにしてください。

●雪の重みなどで路上にはみ出た枝は通行上大変危険

ですし、除雪車の接触により折れる場合があります。

あらかじめ枝払いをお願いします。

●排雪のため上げた側溝のフタは、終了後すぐに元に

戻してください。（歩行者・自動車等の事故のもと

になります）
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浄化センター 浄化センター 

合
川
駅

合
川
駅 

合
川
駅 

合
川
支
所

合
川
支
所 

合
川
支
所 
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お知らせ 募　　集 

人のうごき

 

○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
人
。 

○
往
診
は
し
て
い
ま
せ
ん
。 

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　
療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に

応
じ
か
ね
ま
す
。 

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　
ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。 

（午後６：３０～９：００） 

伊 藤 結 月   

増田まりん  

瀬田川北斗  

工 藤 小 雪   

泉 谷 優 奈   

庄 司 　 奏  
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(　 )  

(　 )  

(　 )  
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綴子下町 

旭 町  

内 幸 町  

上 杉  

大 沢   

八 幡 森  

長女 

二女 

長男 

二女 

長女 

長女 

慎司 

晋一 

一則 

元  

然一 

満久 

由香里 

美穂 

昌子 

昭子 

さやか 

真弓 

ゆ づ き　 

 

ほくと　 

こ ゆ き　 

ゆ　  な　 

かなで 

11月16日～30日届出分 
 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

 

おくやみ申し上げます 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )

佐 藤 彌 作   

小笠原喜治郎  

九 島 京 子   

小笠原太藏  

戸 澤 利 雄  

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

98 

84 

45 

74 

85

や  さ  く 

きじろう 

きょうこ 

た ぞ う 

と  し  お 

糠 沢  

前 山   

大 町   

綴子大畑 

材 木 町  

( 　歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

(79歳)  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  
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( 　 歳 )  
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( 　 歳 )

中 嶋 フ ミ   

堀 部 八 重   

仲 村 　 實   

照 内 ミ サ   

津 谷 ハ ル  

堀井三治郎  

鈴 木 テ ツ   

木 村 鉄 治   

畠 山 辛 子   

長 濱 タ ダ   

金田喜榮門  

柴田健一郎  

新 林 勇 吉   

石 川 チ ヱ   

庄 司 　 　   

伊 藤 フ ク   

西 根 カ ナ  

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 
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小 ヶ 田    

葛 黒  

今 泉  

向 黒 沢  

新 屋 敷  

南 鷹 巣  

鎌 沢  

下 杉  

金 沢  

上 杉  

西 根 田  

本 城 上  

長 野 岱    

森 泉 荘    

八 幡 森    

阿仁幸屋渡  

阿仁幸屋 

や　　え　 

みのる 

 

 

さ ん じ ろ う   

 

て　つ　じ   

し　ん　こ   

 　　　　 

き え も ん    

けんいちろう   

ゆうきち   

 　　　　 

いさお 

戸 沢 直 樹   

安 藤 香 菜 子  

   な お き  

か な こ  

　さん 

　さん 

七日市本郷  

 （ 

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

曜 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

電話番号 

62－1420 

62－1146 

63－0105 

78－3338 

78－3161 

62－2882 

82-2351 

62－1101 

62－1155 

63－0515 

62－2261 

62－1267 

62－1400 

63－2700 

62－2882 

62－1455 

医 療 機 関 名  

佐藤外科消化器科医院 

奈 良 医 院  

佐々木産婦人科医院 

疋 田 外 科内科医院  

合川国民健康保険診療所 

藤 原 医 院  

阿 仁 病 院  

盛 岡 外 科 医 院  

近 藤 医 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

津 谷 内 科  

と し ま 医 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

たむら内科クリニック 

藤 原 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

　 橋 康 弘   

石 川 は る み  

   や す ひ ろ  

　さん 

　さん 

綴子上町 

前 野  （ 
村 井 洋 右   

佐 々 木 啓 子  

よ う す け  

け  い  こ 

　さん 

　さん 

元 町   

大 館 市  （ 

伊 藤 清 彦  

森 貞 真 矢  

   き よ ひ こ  

ま 　 　 や  

　さん 

　さん 

伊 勢 町  

北海道帯広市 （ 
佐 藤 敏 宏  

新 田 陽 子  

   と し ひ ろ  

よ　う　こ 

　さん 

　さん 

田子ヶ沢  

新 田 中  （ 
三 澤 義 弘   

新 林 恵 美 子  

   よ し ひ ろ  

え　　み　　こ 

　さん 

　さん 

田 中   

新 田 中  （ 
松 岡 　 真   

成 田 恵 子  

   し ん   

あ　や　こ　 

　さん 

　さん 

羽 根 山   

合川李岱 （ 
清 水 　 幸   

福 岡 友 美  

   こう  

と　も　み  

　さん 

　さん 

五 味 堀  

能 代 市  （ 

人口と世帯数 
11月30日現在 

住民基本台帳による 

　総人口　40,653人（ 19人減） 

　　男　　19,251人（ 17人減） 

　　女　　21,402人（ ２人減） 

　 出生 　20人　転入　 47人 

　 死亡 　34人　転出　 52人 

　世帯数  14,877世帯（８世帯減） 

前月比 
 

税 の納期限 

12月26日まで 
 

固 定 資 産 税 第４期 
 国民健康保険税 第６期 
 

納税相談窓口を開設します 
　納税及び納税相談をされる方のために、下記の
とおり窓口を開設しますのでご利用ください。 
 
●開 設 日 12月29日（木）・30日（金） 
●開設時間　８：３０～１７：１５ 
●開設場所　市役所本庁舎　収納課　�62-1115 
※各支所では行いませんのでご了承ください 

お二人の前途を 
　　　　祝福します 

 

 

 

 

　農業委員会では、農家の皆さんに農業委員選挙人名

簿作成のための申請書を郵送で配布します。 

対象となる方は、平成18年１月１日現在、北秋田市に

住所を有し、年齢満20歳以上の方で、10アール以上の

農地につき耕作の業務を営む方。また、その同居の親

族か配偶者の方で、年間おおむね60日以上耕作に従事

している方が対象です。 

　申請書は１月10日までに記入し、農業委員会あて返

送くださるようお願いいたします。 

◎お問い合わせ 

　　　農業委員会事務局　　　　　　  �６２－６６０９ 

農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の�
提出のお願い

 

　市では、住宅の事情や冬の間自宅での生活が困難な

高齢者の方を対象に「あに福寿荘」への入居者を募集

します。 

●対　象　市内在住の概ね60歳以上の方 

●費　用　１日　単身500円　２人700円　高熱水費実費 

●その他　食事は提供可能（食費負担あり）、家具 

　　　　　テレビ、冷蔵庫等一部備え付けあり 

◎申し込み・お問い合わせ　 

　　　高齢者支援課　　　　　　　　  �６２－１１１２ 

　　　阿仁支所総合福祉課　　　　　  �８２－２１１２ 

高齢者相互援助ホーム「あに福寿荘」入居者募集

年末・年始における犯罪・事故防止（特別警戒実施中） 

 １ 犯罪被害防止 

    年末・年始は大きな事件や事故の発生が予想されます。警察では、各種犯罪や事故の未然防止を目的に　

学校、金融機関、コンビニ、スーパー、パチンコ店などを重点に特別警戒を実施中です。 

  　今年に入り北秋田市では、空き巣、駐車場内での車上ねらい、駅等での自転車盗が発生しています。 

　　そのうち半数近くの人が鍵をかけていませんでした。「まさか自分の車や家が・・・」 

　と油断することなく、鍵かけを確実に行い、被害に遭わないよう気をつけましょう。 

　２ 交通事故防止 

   　北秋田警察署管内では、前年より減少しているものの、これまでに１００件を超える 

　人身事故が発生しています。夕暮れ時や路面凍結による交通事故の多発が懸念されます。 

●高齢者の事故防止～夜間外出する際は明るい服装を着用し反射材を活用しましょう。 

●飲酒運転徹底追放～家庭、職場、地域で注意し合い、飲酒運転追放の機運を高めましょう。 

●スリップによる事故防止～急ハンドル､急ブレーキは危険です。安全速度車間距離の確保など余裕のある運

　　　　　　　　　　　　　転をしましょう。 

北秋田警察署からのお知らせ

◎お問い合わせ　北秋田警察署　�６２－１２４５ 

訂正とお詫び 

　12月1日号P4ページ掲載の避難場所一覧

のうち、次の施設は現存しておりませんで

したので、訂正いたします。 

【合川地区　駅前第一児童館、上杉児童館、桃栄

　児童館】 

明るい選挙啓発ポスターコンクール

大太鼓たたき初め
◇期　日　新春１月２日（月） 
◇時　間　11：00～12：00 
◇会　場　「大太鼓の館」展示ホール 
◇内　容　・・綴子神社宮司による祈祷 
　　　　　・・綴子上町・下町大太鼓保存会によるた
　　　　　　たき初め 

平成17年度「ＮＨＫ海外たすけあい」

　今なお紛争や災害で苦しんでいる人や、恵まれな

い人へあたたかい手を差しのべてください。 

●キャンペーン期間　12月25日（日）まで 

●受付窓口　郵便局、秋田銀行、北都銀行、農協、

　　　　　　日本赤十字社秋田県支部など　　　　 

　このたび、平成17年度明るい選挙啓発ポスター
コンクールが行われ、北秋田市からは秋田県におけ
る第２次審査で、森吉中学校３年の松前谷美樹さん
の作品が佳作に選ばれました。 
　このコンクールは、明るい選挙を推進するために
都道府県選挙管理委員会連合会が主催して毎年行っ
ているものです。 

　11月17日に開催した北秋田市誕生記念「北秋田21フ
ォーラム」がＴＶ放映されますので、是非ご覧ください。 
●放映日　12月17日（土）11時～11時30分  ABS秋田放送 
◎お問い合わせ　森吉山ダム工事事務所　　　�72-5435

 

新春恒例 
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　市役所・各支所での各種証明書等の年内の交付手続きは、１２月２８日（水）まで

済まされるようお願いします。「●」は休みの日です。それ以外は平常業務となります。 

市役所・分庁舎・各支所・市文化会館

中央公民館・各地区公民館・各地区体育館

げんきワールド・青葉荘

ことぶき荘（合川）

竜森コミュニティセンター

サテライトステーションさかえ

サテライトステーションつづれこ

地域福祉センター

補助器具センターたかのす

寿荘（前田）

ひまわりの家

鷹巣図書館・森吉図書館

大太鼓の館

大野台ハイランドハウス・体育館

セントラル合川・浜辺の歌音楽館

阿仁異人館・伝承館

打当温泉マタギの湯・湯の岱温泉

クウィンス森吉・森吉山荘・妖精の森

森吉スキー場

四季美館
　

ごみの収集

クリーンリサイクルセンター

し尿の汲み取り

１２月 

28日 
（水） 

29日 
（木） 

30日 
（金） 

31日 
（土） 

1日 
（日） 

2日 
（月） 

3日 
（火） 

年末年始のご案内（市役所・各施設の業務）

１月 

4日 
（水） 

休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 

● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 
体育館 
のみ開館 

大 太 鼓  
叩き初め 

12/30・12/31・1/2のレストラン営業時間：11:00〜15:00

無　　休

ごみ収集日程表（カレンダー）をご覧ください

施設の名称等

納税相談は30日まで
（市役所本庁舎のみ）

第２5回

●参加受付　９：００～（開会式1０：００） 

●スタ−ト　【２㎞】１０：３０ 【４㎞】１０：５０ 

●集合場所　北秋田市中央公民館 

●参 加 料　３００円（ゼッケン代） 

●申込期限　12月19日（月）※当日の申し込み 

　　　　　　も可能ですが、完走証に名前が記入 

　　　　　　されません。 

◎申し込み　鷹巣体育館  �62-3800  FAX62-3801

●チャレンジコ－ス４㎞　●ファミリーコース２㎞ 

（市役所本庁舎周辺） 

平成１８年１月１日（日）

家族みんなで参加しよう！

元旦マラソン参
加
者
募
集 

20広報きたあきた　17.　12.　16


